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令和６年度第３回花巻市男女共同参画審議会会議録 
 

日 時 令和６年８月 22日（木）午後１時 30分～午後３時 30分 

場 所 生涯学園都市会館（まなび学園） 第２・第３中ホール 

出席者 委員出席者 11 名 高橋 秀憲（会長・富士大学名誉教授）、早野 こずえ（副会長・いわて男女共

同参画サポーター）、熊谷 久（花巻労働基準監督署）、髙橋 英明（花巻商工会

議所）、八木 稔和（花巻市校長会）、川又 留美子（花巻市ＰＴＡ連合会）、多

田 恵（花巻私立幼稚園・認定こども園協議会）、吉田 道子（岩手県看護協会

花巻市地区）、平賀 朋枝（花巻市社会福祉協議会）、草木 幸子（花巻市民生委

員児童委員協議会）、渡邊 ひとみ（公募） 

 

市側出席者 ５名 阿部 晋（地域振興部長）、大竹 誠治（地域づくり課長補佐）、藤村 真由美（地

域づくり課市民協働係長）、冨松 大地（地域づくり課市民協働係主査）、紺野 優

加（地域づくり課市民協働係主査） 

     

傍聴者 なし 

 

次 第 １ 開 会 

２ あいさつ 

３ 審議 

 （１）令和５年度第２次花巻市男女共同参画基本計画に基づく年次報告について 

４ その他 

５ 閉 会 

 

１ 開会 （開会 午後１時 30分） 

 

藤村市民協働係長    
２ あいさつ  
高橋会長           
藤村市民協働係長    本日はお忙しいところご出席くださいまして誠にありがとうございます。それで

は、ただいまより、花巻市男女共同参画審議会を開会いたします。 

初めに、高橋会長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

 

 

暑い中、パリオリンピックも無事に終わったようでありますけれども、パリオリン

ピックではＬＧＢＴであることを公表されているのが 193人いらっしゃるとのことで

した。競技を巡っては、ＸＸ染色体、ＸＹ染色体で分けるべきだという議論があった

り、いろいろと調べてみると男の子として生まれたけども、成長するに従って女性に

変わっていく、あるいはその逆といった性分化疾患といったこともあるなど、男女平

等に関してはいろんなことを教わったような感じがいたします。 

本日は第２次計画から第３次基本計画への橋渡しであると思いますので、これまで

のご意見や疑問を改めて確認しながら次に進んでもらえるよう、我々の方も協力して

いけたらいいなと思っております。 

 

 

ありがとうございました。それでは早速議事に入ります。花巻市男女共同参画推進

条例第 15 条第２項により、ここからは会長に進行していただきます。よろしくお願

いいたします。 
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３ 審議 
令和５年度第２次

花巻市男女共同参

画基本計画に基づ

く年次報告につい

て  
高橋会長      
大竹地域づくり課

長補佐                                 
 

 

 

 

 

 

 

それでは進行させていただきます。 

本日はまず、令和５年度第２次花巻市男女共同参画基本計画に基づく年次報告につ

いて、皆様のご意見をいただきたいと思います。例年審議しているものになりますが、

令和５年度の状況について、まず事務局より説明を受けたいと思いますので、お願い

いたします。 

 

花巻市では花巻市男女共同参画推進条例に基づきまして、毎年、男女共同参画の推

進に関する施策の実施状況につきまして、この審議会で報告を申し上げた上で公表を

行っております。 

平成 28 年度から令和５年度までを計画期間といたしました第２次花巻市男女共同

参画基本計画におきましては、４つの基本目標を立てまして、それに基づいて施策を

展開してまいりました。また、それぞれの基本目標に対応した成果指標を設定してお

り、その達成状況につきましては年次報告書 20 ページに載せてございますが、第２

次計画の最終年度となった令和５年度におきましてもご覧のとおり厳しいものとな

ってございます。 

それでは本編の説明に入ります。４つの基本目標につきまして、こちらの方から一

連でご報告申し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

最初に１ページの「職場や学校、地域など身の回りで男女の平等が図られていると感

じている人の割合」でございますが、こちらにつきましては 45%となってございます。

昨年度より高い数値となっておりますけれども、計画策定時に設定した目標値には届

いておりません。 

２ページでございますが、「男女の平等が図られていると感じている人」の男女別

の割合と年代別の割合を掲載しております。特に男女別では、男性に比べて女性の方

が約 10%ポイントも低くなっております。年齢別では、40 歳から 49 歳の方が最も低

くなっております。また、３ページには職業別の割合も掲載しておりまして、家事・

育児・介護だけに従事している方の平等と考える割合が最も低くなっているという状

況でございます。この点につきまして、例年お話しておりますとおりこのアンケート

では、どうして平等が図られていない、あるいは平等が図られていると考えるのか、

その要因までは聞いていないところであります。ただ、昨年度、年次報告をご審議い

ただいた審議会の際に、渡邊委員からご意見をいただいておりますけれども、男女の

役割分業意識が未だに残っていることも要因の一つではないかということで考えら

れます。ここで年次報告書の 12 ページをお開きください。基本目標３でワーク・ラ

イフ・バランスについて記載している部分になりますが、ワーク・ライフ・バランス

に満足している勤労者の割合を年代別に見ると、やはり 40歳から 49歳までの方の割

合が低くなっております。内閣府は今年度発表した男女共同参画白書において、介護

等に従事されている方は女性が多いと報告しております。以上の点から、市のアンケ

ートでは個々に要因は伺っておりませんが、こういった点を複合してみると、40歳か

ら 49 歳の方々の割合が低い要因としては、ワーク・ライフ・バランスに満足できて

いないことや家事・育児・介護の負担が女性に偏っているといったところが考えられ

るのではないかと思っています。 
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こういった点も踏まえまして、市として、基本目標１に対する現状と今後の対策を

４ページと５ページにお示ししております。 

最初の項目につきましては、男女共同参画社会実現のために市として行った周知活

動についてのものであります。令和５年度も様々な機会を捉えて周知に取り組んでま

いりました。主な取組といたしましては、市内事業者の事例の紹介も含めたワーク・

ライフ・バランスセミナーやＤＶ防止セミナーなどを開催してございます。より多く

の方に参加していただくために、オンラインでの参加も可能としました。結果として

利用はありませんでしたが、会場に託児スペースを設けるなどの配慮を行ったところ

です。さらに、ワーク・ライフ・バランスセミナーにおきましては、参加者の多くが

仕事をされていると想定されましたので、そういった方でも参加しやすいよう、夜間

の開催とするなど、セミナーの内容によって開催日程も工夫してきたところでありま

す。 

しかしながら、結果としては先ほど申し上げましたとおり、男女の平等が図られて

いると感じている人の割合は、目標とする 50%に届いておりませんので、今後も引き

続き様々な工夫を凝らしながら周知活動に取り組んでまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

また、本市では地域での男女共同参画の普及のため、男女共同参画推進員を委嘱し

ておりまして、昨年度は令和４年度に引き続き、11月の女性に対する暴力をなくす運

動月間に合わせてパープルリボンを作成し、イトーヨーカ堂で配布を行い、周知活動

を行っていただいております。さらに、令和５年度の新たな取り組みといたしまして、

ＤＶ防止についての周知を行うためのオリジナルのチラシを作成していただきまし

た。チラシの作成に当たりましては、本審議会の高橋会長からもご協力をいただきま

して、富士大学の学生から推進委員の方々が直接ご意見を伺い、その内容を反映させ

ておりまして、若者にも伝わりやすいような内容、表現となるように工夫をして作成

をしたところであります。このチラシにつきましては、市のホームページから見られ

るようにしておりますし、配布に当たっては、若い方々にも手に取ってもらいやすい

ようホームページのＱＲコードを印刷したカードにしてお配りをしております。本

日、委員の皆様には資料としてお配りをしてございますので、後ほどご覧いただきた

いと思います。 

なお、ＱＲコード入りのカードは、市役所におきましてもトイレ等に設置をして、

手に取りやすいように工夫をしているところであります。男女共同参画推進員の任期

につきましては２年間となっておりまして、このチラシは前の任期の推進員の皆様の

活動の集大成として作成されたものであります。本年４月からは新しい推進員の任期

が始まっており、任期は令和８年３月までとなっております。現推進員の皆様におか

れましても、これまでの推進員の活動も参考にしていただきまして、任期中に新たに

取り組みたいことにつきまして話し合いをしていただいているところであり、私ども

といたしましても期待をしているところであります。 

次に、男女共同参画サポーター養成講座についてですが、こちらは計画に設定した

目標値を達成している数少ない項目の一つとなっております。第２次計画において設

定した目標は達成いたしましたが、第３次計画においては目標値を引き上げておりま

すので、引き続き支援を行って養成に努めてまいりたいと考えております。 

性的少数者への差別や偏見の解消に向けた周知活動も行ってございます。昨年６月に

は国会でいわゆるＬＧＢＴ理解増進法が成立、施行されております。この法律の中で

は、地方自治体の役割として、多様な性への理解増進に関する施策の実施に努めるこ

ととされておりますので、当市としても引き続き理解増進に取り組んでまいりたいと

考えております。 

当市におきましては、皆様ご存知のとおり、パートナーシップ制度を条例による導
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入を進めているところです。パートナーシップ制度につきましては、現在、条例案の

最終確認を行いながら、周知用のガイドブックの作成を進めているところでありま

す。ガイドブックの内容につきましては、次回の審議会で皆様へお示しし、ご意見を

いただきたいと考えております。制度を条例で導入しようとしていること、それに伴

って市民参画を実施したことによりまして、多くの方々に関心を持ってもらうことが

できたと考えております。以前から申し上げておりますとおり、制度を作ること自体

が市としてできる理解促進の取り組みと考えてございます。 

次に６ページ、基本目標２ 男女の社会における参画の促進であります。ここでは、

政策方針決定過程への女性の参画促進のほか、地域活動や労働の場における男女共同

参画の促進、個人の能力を発揮するための支援などを施策の方向性としているもので

あります。 

ここでの成果指標では、「市政へ意見を述べる機会が確保されていると思う市民の

割合」について、目標値の 50%に対し、令和５年度は 28.5%となりました。 

続きまして「市の審議会委員等に占める女性の割合」は目標の 40%に対して 31.0%と

なっております。 

また、「市の管理職に占める女性の割合」は 18.0%の目標に対しまして、20.7%と昨

年度に引き続き目標値を上回っております。しかし、当市の人口の半分以上が女性で

あることを考えますと、まだまだ女性に参画をいただく必要があると考えておりま

す。 

なお、世界経済フォーラムが発表しておりますジェンダーギャップ指数について、

今年度、日本は 146ヵ国中 118位という結果になりました。この順位につきまして、

昨年は 125位でありましたので、前進したように思われますが、主な要因は女性閣僚

が増加したことにより政治分野がわずかに改善したことによるもので、経済分野では

労働参加率の男女比、同一労働での賃金格差などの項目で大きな改善は見られず、平

均を下回っております。特に、女性管理職比率の低さは世界的に見ても低水準のまま

となっております。 

こうした状況を踏まえまして、９ページと 10 ページには基本目標２についての現

状と今後の対策を記述しております。 

令和５年度においては、市政へ意見を述べる機会が確保されていると思う人の割合

で、男性よりも女性の方がわずかに高くなっておりますけれども、引き続き市政懇談

会や市長との対話など市政に意見を述べる機会の確保に努めるほか、審議会等委員へ

の女性の登用を進めていくことなどに取り組んでまいります。 

市の女性管理職の割合は、令和４年度以降、第２次計画において設定した目標を達

成している状況ではありますが、第３次計画におきましても、目標値を引き上げた上

で成果指標として設定していることから、引き続き管理職になる前の係長や課長補佐

への登用を進めるなど、人材育成に取り組んでまいりたいと考えてございます。 

また、花巻市では地域との協働に力を入れておりまして、市内 27 地区にコミュニ

ティ会議を設置しておりますが、その役員に占める女性の割合は 13.1%となっており、

第２次計画で設定した目標値に達することはできませんでした。一方で、令和３年度

には２つのコミュニティ会議で女性の会長が誕生しております。地域活動の活性化に

は、男女共同参画の視点も重要でありますことから、今後も男女共同参画の意義につ

いて、地域での理解促進に努めてまいります。 

なお、再度男女共同参画推進委員のお話になりますけれども、ある女性の推進員の

方が新たに地域の自治公民館長に就任されたということで先日ご報告をいただきま

した。きっかけは自分も推進員として男女共同参画に取り組んできて、やってみよう

という気になったということでありました。広がるスピードが遅いと感じる方もいら

っしゃるかと思いますけれども、これも少しずつ実践を積み重ねてきて、地域での男
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女共同参画が広がった成果と言えるのではないかと捉えているところであります。 

このほか、女性に健康で活躍いただくために、女性特有の疾病の早期発見に努める

ため、検診の実施にも引き続き取り組んでまいりたいと考えております。 

続きまして 11 ページ、基本目標３ 男女のワーク・ライフ・バランスの推進につ

いてであります。仕事と仕事以外の生活の調和のもとに充実した私生活を送っていた

だきたいというものであります。 

12ページについては、先ほども少し触れましたけれども、職場のワーク・ライフ・

バランスに満足している勤労者の割合は全体で 47.9%となっており、昨年度より若干

改善したものの、目標値には届いていない状況であります。また、男女別では男性が

50.1%、女性が 49.7%と男性がわずかに上回っておりますが、昨年度は男女間で 10%ポ

イント以上の差があったことから、その差は小さくなっております。この数値につき

ましては、令和元年度には目標値の 50%を超えたこともありましたけれども、現在は

こうした数値となっております。要因につきましては、市として明確な判断材料を持

っていないところでありますけれども、令和３年度の国の男女共同参画白書におきま

して、コロナが男女共同参画に及ぼした影響についての記述がありました。その中で、

女性の就業の多い宿泊、飲食、サービス業において、感染防止のための自粛の影響が

大きく、雇用にも影響が及んだと考えられるとの記述がありますので、当市において

も、この時点ではそういった影響があったのではないかということを、この審議会の

場で申し上げたところであります。現在はコロナによる自粛等はなくなっております

けれども、基本目標１でも申し上げましたとおり、家事や介護、子育てについては未

だに女性が中心となっていること、それから、経済分野での平等が進んでいない、若

い女性の岩手県からの転出が多い要因といたしまして、男女の賃金格差があるのでは

ないかと言われております。この点につきましては、岩手県立大学宮古短期大学部の

先生方が研究した中で、東北地方から若い女性が出ていく要因として、賃金というこ

ともあるのだそうですが、選択肢の少なさということで、学校で勉強してもそれを活

かせる仕事などが地方には少ないというようなこともあるということが調査の結果

明らかになったと 2023 年３月に報告されているので、そういったことも影響してい

ると思います。 

なお、国では未来を担う若い世代が理想とする生き方、働き方を実現できる社会を

作ることこそが、今後の男女共同参画社会の促進において重要であるとした上で、令

和５年度の白書では「男性は仕事」、「女性は家庭」といった固定的な性別役割分担を

前提としている「昭和モデル」から、全ての人が希望に応じて家庭でも仕事でも活躍

できる社会を目指す「令和モデル」への切り替えを行うときであると提言しておりま

す。この点につきましては、今年度の白書にも記載をされているところであります。 

こうしたことも踏まえまして、市といたしましては、15ページになりますが、引き

続きワーク・ライフ・バランスの有効性の普及に努めるため、今年度も青年会議所様

にご協力をお願いいたしまして、セミナーを開催し、市内企業の取り組みを推進して

まいりたいと考えているところであります。 

市役所におきましても、近年、男性職員の育児休暇の取得の促進に努めております。

実例を紹介いたしますが、令和２年度につきましては対象者が 27 人で１週間以上取

得したのは１人でありました。令和５年度は対象者が 20 人でありまして、これに対

して１週間以上の取得をしたのは 11人ということで、対象者に対して 55%と少しずつ

広がってきたと思っております。今年度は半年以上取得する職員も出てまいりまし

て、やはり少しずつ広がってきているのかなということもありますので、人事の担当

部局とも協力いたしまして、更に取得の輪が広がるように当課としても働きかけてま

いりたいと考えております。 

また、令和５年度中には市内の全ての高校生等までの子ども及び妊産婦に対して医



6 

                                               
療費助成の拡充等も行っておりますし、令和６年度から令和 13 年度までを計画期間

とする第２次花巻市まちづくり総合計画長期ビジョンの重点施策の推進プロジェク

トの一つといたしまして、「子ども子育て応援プロジェクト」というものを掲げまし

たことから、子育てしやすい環境の推進や介護サービスの充実を図ることにも努めて

まいりたいと考えているところです。 

続きまして 17 ページ、基本目標４ 男女間の暴力の防止と根絶についてでござい

ます。施策の方向として、ＤＶ防止のための教育と啓発、被害者に配慮した相談の実

施、相談窓口の相互連携強化に取り組むこととしております。 

18ページに記載しておりますが、ＤＶに関する相談は、市では平成 29年度を境に

減少傾向にありましたけれども、令和５年度においては令和４年度よりも増加してお

ります。さらに、全国的には毎年増加している状況にあります。 

成果指標として設定している「ＤＶに関する相談窓口を知っている市民の割合」に

つきましては、目標値の 70%に対して、令和５年度は 81.8%となっており、目標は達

成しておりますけれども、過去のピークからは下落をしております。この指標につい

ては、第３次計画においても設定しておりまして、目標値を 90%にしておりますので、

引き続き周知に努めてまいりたいと考えております。 

その周知の一環といたしまして、市職員の認識を高めるために職員向けの研修会を

実施しておりますけれども、人事課とも協力しながら、各課等の職員の３割以上を受

講目標として設定しております。令和４年度からこのような受講目標を設定しており

ますけれども、これによって令和４年度以降は 300人近い職員に受講をしていただい

ている状況であります。 

さらに、基本目標１でもご紹介しましたとおり、男女共同参画推進員の皆様の活動

として、市内商業施設などでのパープルリボンの配布活動や、ＤＶ周知用チラシの作

成に取り組んでまいりました。 

また、市内の中学校、高校では県の男女共同参画センターの出前講座を活用しまし

て、多様な性やデートＤＶを取り上げていただいております。市といたしましては、

このような機会を活用して周知を行ってまいりたいと考えております。 

冒頭に申し上げましたとおり、令和５年度は第２次計画の最終年度であり、令和６

年度から令和 13 年度までを計画期間とする第３次男女共同参画基本計画の策定も行

った年であります。当市の今後の男女共同参画社会を実現するための計画といたしま

して、本審議会委員の皆様にご意見をいただきながら、第２次計画の課題を確認し、

今後取り組むべき方向性について検討を進めまして、基本的な考えは第２次計画を踏

襲して、市民参画も行った上で計画案を作成し、本年３月の市議会にて議決の上策定

となりましたので、改めてご報告いたしますとともにお礼申し上げます。 

なお、皆様方には以前に第３次計画の冊子をお配りしたところでありますけれど

も、その中には第２次計画で実施してきた施策の課題等につきまして、皆様方にご確

認をいただいた評価という点も載せまして計画の冊子としているところであります。

また、策定に当たりまして、審議会委員の皆様から第３次計画の周知のため、早期に

作成して配布するようにというご意見をいただいておりました計画の概要版のパン

フレットにつきましても、皆様方にお配りをしておりますので、ご確認をいただけれ

ばと思います。この概要版でございますが、皆様方の職場や所属団体等でもぜひご活

用いただきまして、委員の皆様からも周知をお願いできればと考えてございますの

で、希望される方は事務局に申し出をお願いしたいと思います。 

この後、皆様方からご意見をいただいてまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 
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高橋会長      
高橋会長     
渡邊委員                         
高橋会長  
大竹地域づくり課

長補佐        
ありがとうございました。  

事務局より年次報告案について一括説明がございました。まず、施策の内容ではな

く、年次報告書そのものに対する質問はございますか。 

 

（発言する者なし。） 

 

それでは年次報告は４つの基本目標ごとに作られておりますので、基本目標１、２、

３、４の順に、時間を区切りましてご意見をいただきたいと思います。 

まずは基本目標１について、ご意見のある方は挙手をお願いいたします。 

渡邊委員、お願いします。 

 

 基本目標１の現状と今後の対策というところで、関心を持ってもらえるように工夫

をしたということで、ニーズの把握とか、年代に応じたテーマや日時の設定を工夫し

たということ、それから富士大学の学生の意見を取り入れたということ、あとは県外

の先進事例から学んだという文言があったのですが、それについて聞きたいと思いま

す。 

もう一つは、いつも私が言い続けてきていることですが、セミナーや出前講座はず

っとやられていることで、これからもやられていくんだと思いますけれども、それ以

外のアプローチが絶対必要だろうと思って、ここ数か月考え続けてきた結果、思いつ

いたことがあります。例えば、街の中とか病院とかには大きなスクリーンがあって、

そこにいろんな宣伝やお知らせが出てくるんですよね。そういうところに花巻市の男

女共同参画に関わる取り組みなどを流し続けていると、コマーシャル効果というんで

すか、非常に皆さんの心に訴えかけるものがあるんじゃないかなと思います。 

あとはＦＭなどを使って、１年の中で強化月間のときには男女共同参画についての

アピールが流されてはいるんですが、もっと回数を増やして、毎日何時にはこれが流

れるというものを作ったり、チラシなどを映し出したりすることによって、もっと市

民にお知らせすることができるのではないかなと思います。花巻病院にも大きなスク

リーンがありますよね。そういうところに協力を仰いでアピールをすることも良いと

思います。今まで私が言ってきたぷらっと花巻の利用とかそういうこともあるんです

けれども、それ以外でもそういう工夫をして、セミナーと出前講座からもう一歩踏み

出すことが良いのではないかなと私は思います。 

それから事業計画には、昨年の計画にはないことが載っていました。事業 No.12ラ

イフスキル講演会というものです。去年の計画にはないんですけれども、とても良か

ったなと思います。これがここに入った理由とか経緯、反応、これからの見通しなど

をお聞きしたいなと思います。よろしくお願いします。 

 

 たくさんの質問、意見がありましたが、事務局お願いいたします。 

 

 ＦＭラジオの件から申し上げます。委員もご存じのとおり、ＦＭラジオにつきまし

ても市の施策を紹介するコーナーにおいて、男女共同参画についても取り上げて放送

をしているところであります。ただ、市の施策は、男女共同参画の計画策定の際にも

申し上げましたとおり、多岐に亘っています。市の向こう４年間の事業を紹介してい

る花巻市まちづくり総合計画アクションプランも冊子にするとかなりの厚みとなっ

ており、その中の一つとして男女共同参画についても取り上げております。市民の皆

様に男女共同参画への関心を持っていただきたいところはもちろんあるのですけれ

ども、その他の施策についても関わりを持ってらっしゃる方々がたくさんいらっしゃ

いますので、それらの大事な市の施策をご紹介申し上げるには、限られた回数の中で
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渡邊委員              

どう活かしていくかというところになります。放送枠を増やすという点については、

なかなか難しいところでありますので、ご了解をいただきたいと思っております。 

関心を持っていただける方法を考えたらどうかという点で、テレビ等のお話もいた

だきました。市民アンケートで市民の皆さんが市の情報を得る手段として最も多くお

答えをいただいているのは、やはり広報でございます。委員からお話をいただいたテ

レビ等で流すというのも一つの方法だと思いますけれども、テレビですとタイミング

を逃してしまえば見られないことになります。広報は紙で全世帯にお配りをしており

ますので、手元に残ります。この広報について、男女共同参画は年３、４回掲載の枠

をいただいております。特集も組んで掲載をいただいているところでありますし、今

度パートナーシップ制度が制定になった際にはやはり広報で周知を行ってまいりた

いと考えているところであります。 

セミナーなどについて市民のニーズの把握をしてどのような取組をしたかという

ことでありますけれども、これにつきましては、実際にセミナーに参加いただいた

方々からどういった時間であれば参加できますかという点を毎回お聞きしておりま

すし、それから男女共同参画基本計画のために回答いただいたアンケートにつきまし

ても参考とさせていただきまして、セミナーのメニューや開催の時間を考えていると

ころであります。どういった内容であれば興味を持ってもらえるかという点を意見と

して伺った上で、参考にさせていただいてメニューを考えることもありますが、市と

してどのように考えて、市民の皆さんに男女共同参画を考えていただくかという点も

ありますので、そういったバランスを取りながら考えてまいりたいということで実施

をしたところであります。 

それから、事業一覧のライフスキル講演会でありますけれども、市内中学校のうち

４校 810名に実施ということで、ご覧のとおり全校ではございません。中身は産婦人

科医師の講演会で生命の尊さや性のこと、スマホトラブルやデートＤＶ、感染症等、

今後子どもたちが生きていく上で大切で正確な知識を身につけることができたと書

いているところで、健康づくり課が担当となっているものになります。第３次計画を

策定する際に、ぜひこういう取り組みをしてほしいというご意見をいただいておりま

したので、そういった点も踏まえまして、健康づくり課で考えてくれたのかなという

ところもあります。あるいは、健康づくり課でも様々な計画を作ってございますので、

その中で実施することとして取り入れたことかもしれません。正直に申し上げまして

新たに実施した経緯というのは伺っておりませんので、推測で申し上げたところであ

ります。 

 

 先ほど市の政策はたくさんあるから、限られた中でそんなに多くはできないと言わ

れましたが、今年度を考えますと、第３次計画が始まる年ですし、パートナーシップ

条例も決まるところです。そういう状況の中で、重点ポイントじゃないかと思うので、

みんな同じように満遍なくではなく、周知を強化してもいいんじゃないかと思いま

す。 

あとは、確かに広報を見るのは一番なのかもしれませんが、自分で見ようと思って

開かないと見られない。パンフレットも自分で開かないと見られないので、開こうと

してきた人には情報は届くのだけれども、見ない人には届かない。そういう意味で、

見ようと思わなくても入ってくるものはすごく効果があるのではないかなと私は思

います。そして、いろんな政策がありますが、例えばＤＶは命に関わることで、非常

に緊急性のあるというか、すぐにでも教えたい事項なので、緊急性とか重要性を考え

ると、もう一歩踏み出すことが必要なんじゃないかと、先ほどの答弁を聞いても思っ

ています。 
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高橋会長  
大竹地域づくり課

長補佐               
高橋会長         
早野副会長                
高橋会長  
大竹地域づくり課

長補佐 
ありがとうございます。事務局お願いします。 

 

 市が新たに策定した第２次まちづくり総合計画の中で、市として最も重点的に取り

組むこととして２点掲げております。これは人口減少に対応するためのもので、「子

ども・子育て応援プロジェクト」、「花巻で暮らそうプロジェクト」ということで、市

としてこの期間中に力を入れていこうというものでございます。渡邊委員がおっしゃ

ることも分かるのですが、市として全体を考えたときに、どれに最も力を入れるかと

いうことで打ち出しているのが、この２点でございます。 

ただ、私どもといたしましても第３次計画を策定し、周知に努めると皆様方の前で

申し上げておりますので、その点については実施をしてまいりたいと考えておりま

す。 

それから、テレビ等を使えば開かなくても見られるということでございましたが、

委員からありましたように特定の施設で流すものにつきましては、その施設に行かな

いと見られないというところがあります。行政として考えるのは市民の皆様全体に行

き渡るにはどのようにしたらいいかという点をまず考えます。その意味におきまして

は、やはり広報あるいはラジオであれば全域を対象としてございますので、市として

はこのような手段を考えたところです。 

 

 ありがとうございました。満遍なく全てということになると地域づくり課だけでは

限界があるところもあると思いますので、やはり市全体として連携しながらやってい

くということです。 

あと、デートＤＶのチラシについて、ＱＲコードがあるとスマホにダウンロードし

ていつでも見られるということもあるかもしれません。 

いずれいろんな方法を模索してみるということはそのとおりだと思います。 

そのほか、ご意見やご質問はございませんでしょうか。 

早野委員、お願いいたします。 

 

 今の渡邊委員のご指摘を受けてですが、冊子やパンフレットなどが病院の待合室な

どの壁に貼ってあることがあります。コロナ禍に病院に行ったときには、例えばマス

クがいいとか悪いとか、消毒に慣れてしまうと普通の風邪も重症化してしまうといっ

た新聞記事が貼ってあって見たことがあります。厚労省だったか日本小児科学会では

スマホに依存していませんかといったポスターを出していて、学校運営協議会の方に

いろんな施設に貼りましょうと話をして広めたことがありますが、ご協力いただける

ところには待合室に貼ってもらうのもいいのかなと思いました。振興センターとかま

なび学園に置いてもらうのも大事ですが、広げて貼ってもらったりすると結構見られ

るのでいいかなと感じました。 

あと、ライフスキル講演会はとってもいいと思いますとのお話がありましたが、地

域づくり課だけでなく、健康づくり課や学校教育課という別のセクションでも男女共

同参画や多様性について取り組んでいると感じました。地域づくり課だけでなくいろ

んな取り組みをされているんだなということが分かりましたので、まだまだ足りない

とおっしゃるかもしれませんが、いろいろと変わってきていていいなと思いました以

上です。 

 

ありがとうございました。事務局お願いします。 

 

 ご意見ありがとうございます。 

男女共同参画関係で今取り組んでおりますのがパートナーシップ制度です。パート
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高橋会長   
髙橋委員   
藤村市民協働係長   
髙橋委員         
大竹地域づくり課

長補佐      
高橋会長   
熊谷委員    
大竹地域づくり課

長補佐  
ナーシップ制度でも、条例を作るのは地域づくり課ですが、市として提供できるサー

ビスやメリットといったことも再度庁内各課に照会をしておりまして、挙げていただ

いているところです。パートナーシップに限らず、引き続き男女共同参画全般につい

て、他課とも連携しながら進めてまいりたいと考えているところです。そういったこ

とが先ほど申し上げた、男性職員の育休取得の促進という点にも繋がってきているも

のと考えておりましたので、地域づくり課だけではなく市として推進できるように取

り組んでまいりたいと思います。 

個人クリニックなどに掲示してもらうという点につきましては、ただいまご意見を

いただきましたので、どのような周知方法が考えられるかという点については、本日

お預かりをさせていただいて検討させていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。 

 

 ありがとうございました。 

髙橋委員、お願いします。 

 

 今、渡邊委員や早野委員がおっしゃっていた周知に関する話になりますが、ＳＮＳ

とかはやっていないのでしょうか。 

 

 花巻市のＳＮＳがございますので、そちらの方で発信はさせていただいておりま

す。 

 

 仕組みによっては広告を打つことができるんですよね。例えば花巻市の何歳から何

歳までの女性で、ＤＶとかいじめに関わるキーワードを検索している人向けに、一斉

に相談所があるよといったことを一斉に流せるので、そういうのを使っていくと、若

い人向けになるかもしれないですけど、あっという間に広まる可能性は高いのかなと

思います。先ほどの病院とかクリニック、他には郵便局とか銀行のモニターに出すの

もいいんですけれども、やはりＤＶに関して言えば、若い人でもいっぱい悩んでいる

人もいると思うので、そういう若い人にはＳＮＳ、インスタグラムの広告が一番使え

るのではないかなと思いました。 

 

 ご意見ありがとうございます。正直申し上げて私はＳＮＳあまりやっていなくて、

今お伺いして調べてみようと思いました。今、委員からお話いただいたような検索を

するとヒットするというものではないのですが、市で公式ＬＩＮＥを始めることを検

討してございますので、そういったものを使って何かできればということは。男女共

同参画に限らず考えておりましたので、ただいまのご意見も参考にしてまいりたいと

思います。ありがとうございます。 

 

 ありがとうございます。その他、ご意見ございますでしょうか。 

熊谷委員、お願いします。 

 

 男女共同参画の講座の参加者の割合が 28.7％と出ているんですが、目標 100％に対

して年々低くなっています。これは、いろいろ工夫されているけれども下がっていっ

ているということでしょうか。 

 

 ただいまのご質問でございますが、令和２年度につきましては 94.7％といった数字

が入ってございます。令和２年度はコロナの初年度でございまして、なかなか行事が

できないという中で、どうやって行事を実施しようか考えた際に、定員をものすごく
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高橋会長  
平賀委員            
高橋会長  
大竹地域づくり課

長補佐               
高橋会長  

減らして、会場の参加者同士の距離をとれるようにして実施したところがございまし

た。この割合は、定員に対する参加者の割合ということになってございましたので、

令和２年度は分母自体を少なくしましたので、割合が高くなっているということがあ

ります。例えば令和３年度もなかなか対面の開催は難しかったところですが、この年

からはオンラインの講座も始めましたので、そこで定員を広げたというところもあっ

たのですが、やはりオンラインもなかなか浸透していなくて、定員だけが増えたけれ

ども参加者数が伸びなかったという点があります。令和５年度は定員数をコロナ前の

ベースに戻して開催をしたところではあったのですが、時期によってはインフルエン

ザですとかコロナの流行もあり、開催はしたのですけれども、感染状況等も踏まえて

参加をお控えになっておられる方が多かったという点もございまして、こういった数

字となってございましたので、ここを上げられるように頑張ってまいりたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

平賀委員、お願いします。 

 

 男女共同参画の周知ということで、ご報告になります。私の職場では年に２、３回

職員研修を開催しているんですけども、来月の研修会の題材が男女共同参画について

知ろうということで、初めて男女共同参画センターから講師を招いて研修することと

しております。職場全体で 200人ぐらいの職員向けに、就業時間後の限られたところ

でやるので、本当に基本的なところの研修にはなりますが、やはりそこからなのかな

と思っております。渡邊委員もおっしゃっていましたけど、広報とかは関心のある方

は目にしますけど、職場の研修というとほぼ強制的なものであるので、関心のない人

にも広げていく機会になると思います。なので、働き方改革などもあって難しいとこ

ろもあるかと思いますが、企業に働きかけて研修会を行うというのも一つの手かなと

思います。花巻市でも職員向けに研修会をされているということだったので、どのよ

うな形で研修をされているのかお聞きしたいと思いましたので、お願いします。 

 

 ありがとうございます。事務局お願いいたします。 

 

 まず、職員向けの研修ということでありますけれども、職員向けの研修につきまし

ては、以前は対面で行っておりました。最近行っておりますのは、講師のお話を収録

いたしまして、１か月ぐらいの期間、職場のネットワーク内に公開をして、期間内に

映像を見てもらうという方式をとっております。 

もう一つは男女共同参画幹事会という職員の内部組織を置いてございまして、男女共

同参画の推進に関する庁内市役所内の組織ということで、各部の部長から推薦をいた

だいた役職も年代もバラバラな職員に集まっていただいて、年３回から４回の会議や

研修、ワークショップを行って、それを職場に戻ってフィードバックしてもらうとい

うようなことをやっております。去年の男女共同参画基本計画策定の際にも、市の職

員として男女共同参画を推進する上で必要なことはどのようなことだと思いますか

ということで、ワークショップをいたしました。今年は多様な性について幹事会で話

題として取り上げて、パートナーシップ制度を市として制定しようとしているけれど

も、市職員としてどのようにしていくべきだと思いますかというようなことを職員か

ら意見をもらって、それについても検討しており、参加した職員においても、職場に

戻って報告をしてもらうということで実施をしております。 

 

 そのほか、基本目標１に関してご意見、ご質問はございますでしょうか。 

特になければ、基本目標２ 男女の社会における参画の促進に移りたいと思いま
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渡邊委員                    
高橋会長    
大竹地域づくり課

長補佐               
高橋会長  
早野副会長  

す。 

渡邊委員、お願いします。 

 

 現状と今後の対策のところまでは去年と今年であまり変わらないですけれども、世

の中の様子と比べると、花巻の男女共同参画は遅れているわけではないということが

分かってきて、良かったなと感じています。 

事業報告を見たときに気になったことを２点お話ししたいと思います。 

まず１点目は、事業 No.57、58のジョブカフェのところになりますが、女性の参加

者が男性の２倍近くになっております。これが何を意味しているのか、どんなことを

相談されているのか分からないんですけど、何か一つの特徴が表れているのではない

かと思ってお聞きします。 

２点目は、事業 No.53、市民のつどいについて、毎年市民のつどいに参加していて

気になることは、参加者のほとんど全員が女性団体ネットワークの会のメンバーだと

いうことです。ネットワークの会のメンバー以外はほぼ一握りしかいなくて、昨年は

男性が２人だけでした。テーマの内容にもよるし、女性リーダーの育成という項目で

挙がっているので、参加者は女性でいいと言うのかもしれませんが、やはしネットワ

ークの会以外の市民の皆さんにももっと来ていただきたいし、男性にももっと参加し

てもらったらいいだろうなと毎年思っています。去年は市民のつどいのお知らせが載

ったのが広報の 11月１日号で、開催日が 11月 17日なので、すごく遅かったんです。

もっと早くから取り組みをして、もっと多くの市民に聞いていただくような会になれ

ばいいと思っているので、今年はそういうことを考えてもらえればいいなと思ってい

ます。 

 

 ありがとうございます。女性の参加者が圧倒的に多いとか、参加者がほとんどネッ

トワークの会の会員だということについて、どのように考えているのかということで

した。事務局お願いいたします。 

 

 事業実施一覧の事業 No.57、58番、就労支援事業のジョブカフェ花巻の運営につい

て、女性の方が多い要因というのは、私どもの方で把握できておりませんでした。大

変申し訳ございません。 

事業 No.53番の市民のつどいにつきましては、女性リーダーの育成ということで女

性団体ネットワークの方々と市との共催により行っている事業でございます。私ども

でも広報に載せて周知をさせていただくのですけれども、以前にこの場でもお話し申

し上げたことがございますが、私が考える最も効果的な広報は、口コミです。ですの

で、会員の方々が多いというのは、やはり会員の皆さんが誘い合わせで来ていただい

ているという点、皆様の力によるところが大きいと考えております。共催をしている

というところで、もう少し一般の方にもお越しいただきたいという点につきまして

は、私どもへのご意見ということで受けとめさせていただきますので、この点につい

ては考えてまいりたいと思っております。市民のつどいの開催に当たって、ネットワ

ークの会の皆さんが広く呼びかけをされているということが大きな力と思っており

ますので、引き続きお願いしたいと思いますし、当方といたしましても、市民の方々

への呼びかけは引き続き行ってまいりたいと考えているところです。 

 

 早野委員、お願いします。 

 

 事業実績の事業 No.57、58で、女性の利用者の方が倍近くなっているというのは、

あくまでも私の想像ですけれども、岩手県のホームページで男女の正社員比率を見ま
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高橋会長  
大竹地域づくり課

長補佐      
高橋会長      
渡邊委員            
大竹地域づくり課

長補佐              
したら、職種にもよりますが、７割、８割は男性なんですね。どうしてもライフイベ

ントによって女性は仕事を変える機会が多いですよね。正社員だったけれども、結婚

や出産を機に辞めたり、家族の都合で職が変わったりしやすいのが女性だからかなと

思いました。以上です。 

  

 ありがとうございます。事務局お願いします。 

 

 早野副会長からお話のあった件でありますが、今年の男女共同参画白書に女性の正

規雇用比率は 20 代後半をピークに、年代が上がるとともに低下するということで書

かれております。ただし、世代による変化を見てみると、依然としてその傾向はある

ものの、近年は出産、育児によるとみられる女性の正規雇用比率の低下幅は縮小して

きているとも書かれておりました。今ご意見をいただいたような傾向はやはりあると

いうことで国でも白書に載せておりましたのでご紹介いたします。 

 

 ありがとうございました。 

基本目標２について、他にご意見、ご質問はございませんでしょうか。 

特にございませんでしたら、基本目標３ 男女のワーク・ライフ・バランスの推進

についてご意見を頂戴したいと思います。 

渡邊委員、お願いします。 

 

 今後の対策で職員の育休の数値目標を設定したのは良かったと思います。 

それから具体的な取り組みも増えているなと思って良かったと思います。 

今朝の新聞で、全国では民間企業の育休取得が一気に上がって 30%を超えたという

ことだったのですが、花巻の民間企業はどういう状況なのか把握しているでしょう

か。それから、花巻市役所ではかなり良くなっているとあったのですが、新聞記事の

中で、どうやったら男性の育休をもっと増やせるのかということで、育休を取っても

仕事の連絡が何回も来たりして結局駄目だったと言っている人の話が載っていまし

た。育休を取るということを前提として、職員の数を多くしておかないと育休は取り

にくいんだということが新聞記事の中にあったんですが、花巻市は育休が取れるとい

うことを皆さんに周知するだけではなくて、育休を取りやすいような取組もしている

のでしょうか。 

 

 市の取組ということでありましたので、次世代育成の国の取組と連動したものとい

うことにはなりますけれども、今年３月に職員のネットワーク上に男性職員の育児ハ

ンドブックというものが載りました。この中には、実際に育休を取った職員の体験談

も載せております。一例を読み上げますと、育児休業を取得しようと思ったきっかけ

として「出産に立会い、自分も妻と一緒に育児をやろうという思いが強くなり、取得

しようと思った。」、育児休業を取得してみての感想として、「子供といる時間が増え

て、赤ちゃんという貴重な時期に多く関われてよかった。また、家事・育児を妻と一

緒に行うことで、夜泣きなどつらいこともあったが、これが妻一人で行うのと一緒に

行うのとでは、まったく違うと感じた。」と書かれております。制度の紹介だけでは

なくて、実際に取得した職員の体験談を載せることで、より自分に置き換えて考えて

もらえるのではないかということで、担当課でやっているようですし、こういった取

組によって職員にも呼びかけが進んでいくのではないかなと考えております。 

なお、民間企業の状況ということでありますけれども、市役所として一般的な広報

等は行っておりますが、数値がどうなっているかという点は把握しておりません。た

だ、令和５年６月に閣議決定されている国のこども未来戦略では、共働き、共育てを
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早野副会長     
熊谷委員    
高橋会長     
渡邊委員        
高橋会長  
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定着させていくため、男性育休は当たり前になる社会の実現に向けて、まず国と地方

公務員に係る男性の育児休業取得の政府目標を定めたということで、令和７年度まで

１週間以上の取得率を 85%にするということを出しておりますので、市としても取組

をしているところであります。今申し上げたのは、役所としてこういった取組をして

いるという点だけでございまして、ご質問に対するお答えとしては不十分かもしれま

せんが、お許しをいただければと思います。 

 

 ありがとうございます。 

早野委員、お願いします。 

 

 今、企業とか役所の育休取得の話が出たので、熊谷委員にぜひお聞きしたいと思い

ますが、労働基準監督署で育休取得に関して問題があった事例を把握しているのかと

いうのと、育休を取りたいけど職場から何か言われて取りにくいといった相談はあり

ましたでしょうか。 

 

 いろいろな相談がありますので、そういった相談もあります。そういう相談があっ

て、ハラスメントとかになるようなものであれば労働局に繋げて、労働局と話し合い

ながら進めて、処理をしているというような状況です。 

 

 基本目標３について、その他にご意見、ご質問はございませんでしょうか。 

特になければ、基本目標４ 男女間の暴力の防止と根絶について、ご意見、ご質問

はございますでしょうか。 

渡邊委員、お願いします。 

 

 富士大学の学生との意見交換をされたということですが、どんな様子だったのかな

というか、富士大学の学生からどんなことが分かったかなということが知りたいで

す。 

それから、学校での講座についてやはり全ての学校でやってほしいのですけれど

も、地域づくり課が教育委員会にどのように働きかけて、向こうはどんな反応をする

のか。全校でやるというふうになってほしいですけれども、そこの感触はどうなのか

というのをお聞きしたいです。 

 

事務局お願いします。 

 

 先に富士大学との連携といいますか、ご意見を聞いたという点についてお答えをし

たいと思います。本日、皆様のお手元にお配りさせていただきました「デートＤＶっ

てしってる？」というチラシについて、こちらは男女共同参画推進員の方々が企画、

立案からイラストまで自分たちで全部作成されたものになりますが、これを作るに当

たって対象を若い方々にしたいということで、実際に若い方々がデートＤＶという言

葉を知っているかとか、そういう認識があるかというところから把握したいというご

意見がありました。それを踏まえて会長がお勤めされている富士大学にご相談させて

いただきまして、学生の方々とワークショップという形で開催をさせていただきまし

た。まず、こちらの方からＤＶにも種類があって、その中にはデートＤＶという言葉

もあるということなどチラシに記載した内容について知っていますかというのをワ

ークショップで聞いたり、実際にお付き合いされている方からこういったことを言わ

れたらデートＤＶかもしれないという認識はありますかといったことをお聞きした

りしました。感触としましては、やはりデートＤＶという言葉を聞いてはいるけれど
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大竹地域づくり課

長補佐         
渡邊委員      
高橋会長        
八木委員            

も何なのか分からない、普通のＤＶと何が違うのかというところから始まりました

し、普通だと思っていたことが実はＤＶの行為に当たることだったといった声もいた

だきました。チラシの文言を考えるに当たりましても、若い方々に伝わるような言葉

の表現ですとか、文章だけではなく、分かりやすいイラストをつけた方がいいのでは

ないかということをお話いただいて、こういった形に完成したということになりま

す。チラシの一番下になりますけれども、協力ということで学校法人富士大学という

ことも載せております。今年 10 月には、推進員の方々と一緒に富士大学の学園祭の

方にチラシを持っていって、チラシの配布とデートＤＶの周知活動を大学生の方々と

一緒にやれればということで今アポイントを取って進めているところになります。以

上になります。 

 

 それでは、学校の関係でございます。県の出前講座は市内の中学校、高校で実施し

ていただいたところもあるというところでございます。こちらにつきましては、必須

の教育課程ではございません。学校はどうしてもこなさなければならない単元という

ものがたくさんございます。それをこなした上で、例えば総合学習の時間等の中で、

これを選んでいただければというところがございます。私どもとすれば、選んでいた

だけるように毎年文書等は出してはいるところですけれども、学校の方でも子どもた

ちに学んでほしい、学ばせなければならないことが他にもございます。その中で選ん

でいただけるように引き続きお願いしてまいるというのが実際のところでございま

す。 

 

 私も学校にいたので分かるのですけれども、学校にいると突然これをやってくれと

いった講演会なんかが入ってきたりもします。文書を出すだけだと、たくさんの文書

の中の１枚になってしまうので、直接言ってお願いするとか、もう少しプッシュして

もいいのではないでしょうか。プリントに印刷して学校に配布するだけだとなかなか

増えないと思うので、もう一歩というのが何かないかと思いました。以上です。 

 

 ありがとうございます。提案ということですね。 

今のお話に、大学の例が出ましたけれども、やはりＤＶの問題とかは学校でも取り

組んでおりますので、そういう点で連携を取りやすかったということがあると思いま

す。学校の中でも講習会みたいことはやっておりますので、その点では、ただ配布し

て終わりということではないと感じます。パーフェクトにはいかないでしょうけど

ね。 

八木委員、お願いいたします。 

  

ＤＶ講演会といったものは前の職場でもやられているところもありましたし、性に

関する講話なども行われていました。自治体とか地域によって強化している分野もあ

ると思います。毎年同じ話というわけにもいかないと思うし、全校となると毎年にな

ってしまうと同じ形にもなってしまうと思うので、サイクルとかも考えながらやられ

ればいいと思います。こういった内容については、総合というよりは保健指導の方が

近いかなと思うので、養教部会というところがありますので、そちらに資料を提供し

てもらって、保健講和とか保健指導ということで行事を持ちたいという話が職員会議

に上がってくると、職員の理解も得られやすく開催しやすいのかなと思います。 

ライフスキル講演会に関しては、私もこの前の職員会議で何だろうと思っていまし

たが、今日の資料で分かりましたので良かったと思います。９月か 10 月にお世話に

なりますのでよろしくお願いいたします。 
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 ありがとうございました。事務局お願いします。 

 

 具体的なアドバイスをいただきましたので、その点について検討してまいりたいと

思います。大変ありがとうございました。 

 

 基本目標４ 男女間の暴力の防止と根絶について、他に意見や質問はございません

でしょうか。 

草木委員、お願いします。 

 

 ＤＶに限らずですけれども、カタカナの言葉が増えてきて、なかなかついていけな

いなというふうに感じています。その言葉自体が一体何なんだろうというところから

始まるので、ちょっと困っております。 

それから男女間の暴力の防止と根絶ということですが、やはり繋ぐ役の方々、学校

であれば保健室みたいなところ、地域であれば民生委員にこういうパンフレットある

ということをお知らせすることによって、困っているときにはこういう相談窓口があ

るということで繋ぐことができるので、繋ぎのキーパーソンみたいな方をいち早く掴

んでいくというのも大事かなと思います。 

それから、このパンフレットを見たときに、片方がＤＶを受けてモヤモヤしている

のに、どちらも笑っている。これは理想的な形を乗せたのかもしれませんが、片方は

笑っているけど、パートナーの片方が涙を流しているとか、内容にあった絵を載せて

いただかないと、このパンフレットそのものが何だろうと考えてしまいます。人によ

っては、貰ったパンフレットで悩んでしまう人もいます。そうすると逆に、モヤモヤ

した絵は載せない方がいいという場合もある。受け取る側のことを考えないと駄目だ

と思いました。せっかくいいことを提案しているんだけど、効果を落とすものを載せ

たばかりに悩む人がいるということを、男女参画を進めている私達だからこそ気を配

らないといけないと思いました。 

 

 ありがとうございました。事務局お願いいたします。 

 

 ご意見ありがとうございます。民生委員の関係につきましては、ご意見いただいた

点につきまして、担当課と相談してみたいと思います。 

チラシの件につきましてですが、推進員の方々が初めて作ってみたものでございま

す。今いただいたようなお話も、私どもの方からお伝えさせていただいて、一旦は完

成としたものですけれども、当然見直しをしながら作っていくものであります。男女

共同参画の施策について、様々な立場の皆さんからご意見をいただくのがこの審議会

の場だと考えておりますので、このチラシに限らず、引き続きご意見を伺いながら、

変えていけるところは変えてまいりたいなというように思っております。 

 

 いろいろと配慮をしながら、完成版を考えてほしいということだと思います。受け

取る側の感覚も大事にしてということだと思いました。今回初めて作ったものという

ことでしたので、試行錯誤の上でますますいいものができてくるのではないでしょう

か。 

それでは、その他のご意見はございませんでしょうか。 

特にございませんでしたら、基本目標１から４までおわりましたので、フリーで結

構ですので、まだご発言されていない委員に発言をお願いしたいと思います。 

川又委員、何かございませんでしょうか。 
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川又委員             
高橋会長   
多田委員                  
高橋会長   
大竹地域づくり課

長補佐         
 初めて参加させていただいて、男女共同参画ではこういう議論をしているのだなと

いうのを感じました。ＰＴＡとして子どもたちと接している立場から言うと、学校で

も性教育など、いろいろ取り組まれていると思います。この間、私の子どもが通う学

校では、中部病院から先生が来ていただいて、お話していただいたのですけれども、

私達が中学生とか高校生だったときにはされていなかった教育をしていただいて、子

どもたちにとってもすごく勉強になったというか、刺激があってとても良かったなと

思っています。今はＳＮＳやネットの使い方でも子どもたちの中で問題も発生してい

るので、小さいうちからそういう性教育とかも教えていかなければならないことだ

し、ＤＶやいじめについても、相手が暴力を振るわれたと思ってしまえば成立してし

まうということもきちんと教えていかなければならない時代だと感じていますので、

どんどんこういう取組を進めてほしいし、私達にできることがあれば協力していきた

いと思いました。 

 

 ありがとうございます。 

多田委員、お願いします。 

 

 保育・教育関係の仕事をしているので、どうしても目がいってしまうのが子育てし

やすいまちだと感じている市民の割合に目が行きがちなのですけれども、この割合が

年々低くなってきています。市として、すごく一生懸命取り組んでらっしゃるのは分

かっているので、当事者である保護者の方々がそこを感じ取れていないというのがす

ごく残念だなと思いまして、どういったところでこの子育てしやすいまちだと感じて

いないのだろうというところがすごく知りたいなと思います。それが少子化対策とい

うところに繋がっていくところだと思います。子育て支援サービスというのは年々充

実していっているところだと思うので病後児保育とか一時預かり保育というのは利

用しやすい状況にはなってきていると私も感じていますし、幼児教育の無償化とか保

育料の無償化、副食費の補助など、お金の面では国としても市としても補助していっ

ているし、対象の児童の幅も年々見直しがかかっているのに対して、このパーセンテ

ージが低いというのはすごく気になる資料だなと思いました。そういうところが少子

化に歯止めがかからないところなのかなと思いました。もし何か現状で分かるところ

があったら参考にしたいので教えていただきたいです。 

お配りする資料とかで気を付けなければいけないところの着眼点について、園とし

てもお配りする資料は多いので、先ほどお話しにあったイラストから受ける感覚とい

うのも学ばせていただきました。ありがとうございます。 

 

 ありがとうございます。子育て関係のお話しでしたが、事務局から何かございます

でしょうか。 

 

 多田委員からご紹介いただきましたとおり、市でも実際にいろんなことをしている

のですが、他の市でもいろいろやっておりますので、競争のような感じにとらえられ

るところもあるのかなと考えております。実例といたしまして、報道でしか見ており

ませんが、東京都の例があります。東京都の場合ですと、高校まで無償化なっており

ます。テレビでやっておりましたのが、東京都では、東京都の子どもは東京都以外の

高校に通う場合でも無償化となっている、そのほかにも子育て世帯に対してさまざま

給付がありますが、道路 1本跨いだ隣県では東京都ほどの支援が行われていない、お

金が掛かるということで、支援策の打ち合いになっているというところがあるのかも

しれません。私が市民に聞いたということではなくて、そういった番組を見たという

ことですが、そういった要因もあって、さらに東京に人が集まるというのは実際にあ
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高橋会長  
吉田委員                        
高橋会長     

るようで、どこの自治体の担当者もやはり頭を悩ませている問題であります。 

そして、実際に議会でも話題に出てくる点としては、例えば給食費の無償化といっ

たこともございます。これも実施している自治体と実施できない自治体があるのです

が、こういったことは自治体で取り組むのではなく、国でやっていただきたいという

ことを市長もお話になっております。 

もう一つは、子育てしづらいというのは、子育て施策に関することではなくて、ワ

ーク・ライフ・バランスとの両立が難しいという意味でお話をされているのかもしれ

ません。最初の方に申し上げましたとおり、40代の方々のワーク・ライフ・バランス

の満足度が低いということが全体の男女の平等が図られていると感じる人の割合に

繋がっているのではないかと推測しております。 

それから、先ほど川又委員からいただいた性教育に関する部分、また、先ほど渡邊

委員からご質問いただいた際にぱっと出てこなくて大変失礼しました。第３次計画の

39ページに、この審議会の場でご意見をいただいて入れたリプロダクティブ・ヘルス

／ライツという考え方がございますので、市としてもこういった観点から取り組んで

いくと考えているところでございます。 

 

 吉田委員、いかがでしょうか。 

 

 本日初めて参加させていただきましたが、いろんな立場の方が集まって自分たちが

詳しいところからご意見がいろいろ出されたところで、私も勉強させていただいたな

と感じています。 

髙橋委員からお話がありましたインスタグラムなどを利用して情報を伝えるため

にはどうするかということで、何か知りたいと思えばキーワードを入れて検索すると

いうのが今の時代だと思いますので、キーワードから関係した内容を発信していく方

法があるということはすごく大きな学びだったなと思います。 

私は病院に勤めておりまして、病院で働いているのは女性が多いのですけれども、

その中で男性の育児休暇も推進していきましょうというところはすごく強く謳われ

ているところです。私が働き始めた頃には育児休暇を取る男性職員というのはあまり

いなかったのですけれども、出産のときにもお休みして、そして生まれてからも休暇

を取得する職員も増えてきていますので、時代は変わってきているというところをす

ごく強く感じたところです。 

花巻で働き始めてから、花巻市のホームページも拝見させていただいているのです

けれども、詳しくいろんなことが書かれているホームページだなと思っています。今

回は男女共同参画という内容ではありますが、最後まで自分の家で、地域で過ごした

いということで、男性女性に関わらず、自宅で家族を見ましょうという温かい市だと

感じながら過ごしているところです。 

そして基本目標４の男女間の暴力については、黙っていてはいけないところで、実

際病院の中でもＤＶを目にすることがあって、どういうふうに繋いでいくかというと

ころで包括支援センターや保健所と協同して、どういうふうに避難させるかとか、い

ろんなことをやったところと結びつけながら今回の報告を聞かせていただきました。

ありがとうございました。 

 

 ありがとうございます。 

話せばつきないことがたくさんあると思います、いろんなアイデアもあると思いま

す。今回は第２次計画の最後の審議会ということで、いろんな意見や質問が出たと思

いますが、年次報告書の修正が必要だという内容は特になかったと思いますので、本

案のとおり公開することについて、審議会としては同意したと考えてよろしいでしょ
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４ その他  
阿部地域振興部長          
高橋会長      
５ 閉会 
阿部地域振興部長      
藤村市民協働係長  

うか。ご異議がなければ、以上により年次報告の審議を終了いたします。 

 

 

 

 大変お疲れ様でございました。 

事務局の方から、その他ということで、パートナーシップ条例の進捗状況について

報告をいたします。前回の審議会の際に、12月議会に条例の議案を上程いたしまして、

可決された場合には令和７年４月１日から施行したいと考えていることをご説明さ

せていただいたところであります。現在は条文の最終確認を行うとともに、制度を周

知するためのガイドブックの作成を進めているところであります。このガイドブック

につきましては、９月下旬もしくは 10 月の初めに開催を予定しております次回の審

議会でお示しをさせていただきまして、ご意見をいただきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

 

 それでは本日のまとめということですが、第２次花巻市男女共同参画基本計画に基

づく年次報告については、今回の審議会で同意を得て報告されるということです。そ

の間、パートナーシップ・ファミリーシップ制度の策定作業にも当たっているという

ことで、次回をまた楽しみにということで終わりたいと思います。 

進行を事務局にお返しいたします。 

 

 

 本日は令和５年度第２次男女共同参画基本計画に基づく年次報告などについて、貴

重なご意見を大変ありがとうございました。特に周知方法等につきまして、参考にな

るご意見等をたくさんいただきました。本当にありがとうございました。 

本日ご審議いただいた年次報告につきましては、この案のとおり公表させていただ

くことにいたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 先ほども申し上げましたとおり、次回の審議会は９月下旬から 10 月上旬を予定し

ております。日程等の詳細は文書で通知いたしますのでよろしくお願いいたします。 

それではこれをもちまして本日の審議会を終了いたします。お忙しいところ長時間

に亘りご審議くださいましてありがとうございました。 

 

 

（午後３時 30分閉会） 

 

 


